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第２１期代表 住友香葉(東京学芸大学 3回生) 

 

こんにちは！東京学芸大学「サークルちえのわ」です。 

今回は、ちえのわ農学校について、今年度の活動の様子、来年度のちえのわ農学校ご案内の 3つをご紹介

します。 

 

【ちえのわ農学校とは】 

ちえのわ農学校では、大学生と地域の小学生がともにお米や野菜を育て食べるという食農文化活動をして

います。メンバーの大学生は教育・自然体験・農業に興味を持って集まりました。場所は東京学芸大学構内

の農園で、田んぼや畑、林など豊かな自然があります。私たちはこの環境を活かして「ここでしかできない

体験をしてほしい！」という想いのもと、農学校の企画・開催しています。 

 

 

《ちえのわの“３つのわ”》 

 

 

 

 

 

 

 

【第21期活動の様子】  

 

 

 

 

今年度の農学校は雨の日が多く、11回中4回で雨が降るという一年でした。カッパを着て稲刈りをした

り、サツマイモを収穫したり、寒い中でも子供たちが一生懸命取り組んでいたことが印象に残っています。

自然の中で行う農学校は天候によって大きく左右される活動ですが、毎年違う表情を見せてくれることが魅

力でもあります。来年度はどんな一年になるのか今から楽しみです。 

 

子どもたちから特に人気だったのは、お泊り農学校とヤマメさばきです。お泊りは2年ぶりの開催で、

夜の農園を楽しみながら、子ども同士や大学生との距離がぐっと縮まりました。ヤマメは自然文化誌研究会

事務局の黒澤さんが毎年、生きたまま山梨県小菅村から運んでくださいます。普段なかなかできない体験に

子どもたちは夢中で取り組み、新鮮なヤマメの塩焼きは格別で、自然と笑顔がこぼれる美味しさでした。私

自身も大好きな企画です。今後ともよろしくお願いします！！ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

『第２１期サークルちえのわ活動報告』 

 

』      

＊自然のわ：自然の様々な表情と向き合いながら、「種から胃袋まで」の道のりを五感で感じるきっか

けづくりをする。 

 

 ＊人のわ：農学校だからこそ出来る体験を通じて、子どもたちが仲間やスタッフとのつながりを感じ

られるきっかけづくりをする。 

 

 ＊知恵のわ：昔から受け継がれてきた知恵や文化にふれ、身近なものを見つめなおし発見するきっか

けづくりをする。 
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（第21期・2025年度の活動内容） 

日程 4/19 4/26 5/24 6/14-6/15(お泊り) 7/19 

活動内容 開校式、たけの

こほり、農園散

策、名札づくり 

本代掻き お茶の葉パンケー

キ作り、田植え 

夏野菜収穫、染物、梅シロップ、ナ

イトハイク、やまめさばき、流しそ

うめん  

フォトコンテ

スト、虫取り 

日程 8/23 9/20 10/18 11/15 12/20 1/24 

活動内容 野菜スタンプ、

フルーツあめ、

すいか割り 

芋ほり、稲刈

り、お団子、ス

イートポテト 

冬野菜の苗植え、

脱穀、籾摺り、稲

刈り、はざかけ 

スポーツ大会、か

ぼちゃ食べ比べ、

足湯、藁工作 

冬野菜の収穫、

鍋、藁焼きおに

ぎり 

修了式、もちつ

き、箸づくり 

 

 

 

【第22 期ちえのわ農学校のご案内】 

※2026度の申し込み締めきりは3月31日(火)です 

 

■開催日程：月1回・第2または第3土曜日（全10回） 

 

■時間：13:00～17:00 

※夏期は熱中症対策のため、時間変更の可能性があります。 

 

■参加対象：小学校3年生～6年生 

 

■参加費：年間 15,000円 

 

■応募方法：Googleフォームまたはメール 

・2026年3月1日～31日 

 

■お問い合わせ： 

・メール：chienowa.nougakkou@gmail.com 

・インスタグラム：＠gakugei_chienowa 

 

最新の応募フォームやお知らせは インスタグラム にて発信しています。右のQRコードを読み取ってご確

認ください。 

※ちえのわのホームページは不具合により更新停止中です。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 


